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1859年， Edwin L. Drakeによる最初の油井掘削の成功に起点をもっアメリ
カの石油産業は， 1882年， Standard Oil Trustの成立によって独占の時代を
迎えた。この独占の形成過程において主役を演じたのは， J ohn D. Rockeleller 
であった。 Rockefellerは63年に石油精製莱(以下，石油精製を精油と略す)に参
入し， 70年には StandardOil Co. 01 Ohioを設立L.， 72年以降急速に集中運
動を展開して79年までに精油部門の9か-95%1)を支配するにいたり， 79年りト








生産 原油輸送 精油 製品輸送一一販売，という部門構成をとるが，
設立時の StandardOil Trustは，精油部門では7l2lにのぼる多数の精油プラ
。IndustrialCommission， Pl四 liminm巾 Reportof Trusts and ln品u，門"alCombinations. 
1900， Po.rt 1， p.96 
2) Ralph W. Hidy ar叫 MurielE. Hidy， Pioneering in Big Business 1882-1911， 1955， 
pp. 102-105， Table 10による.
St叩 dardOil T rust形成期における石油精製部門の構造 (273) 73 
第 1表 Standard Oil Co. of Ohio， Standard Oil Trustの資本金，
トラスト証券発行額，配当，利益
(吋資本金 (b)配当 4す
(千1"，レ〕 〔千ドノレ〉 (%) 
1873 2，5日目 347 13.90 
1874 1 358 14.34 
187:; 3.500 514 14.69 
1876 ノケ 501 14.32 
1877 汐 3，248 92.81， 
1878 ノ/ 875 25.00 
1879 " 3，150 90.0日1880 グ 1，050 30.00 
(叫券ト発ラ行ス額ト証 (b)自己当 (c酒日当率v (<叫純利益 t守 (e)純資産 告ト
(ニfドル) (千ド、Fレ) 〔千 1"1レ) (弱) (千 F、ノレ) (%) 
1882 71，116 3，695 5.25 12，388 17.4 65，321 19.0 
1883 71，730 4，268 6.00 11，231 15.7 72，869 15.4 
1884 71，230 4，288 6.00 7，778 10.9 75，858 1O_~ 
1885 71，23日 7，479 10.50 8，382 11.8 76，762 10.9 
1886 73，355 7，226 10.00 15，350 20.9 87，012 17.6 
1887 90，187 8，463 10.00 14，026 15.6 94，377 14.9 
1888 90，293 10，236 11.50 16，226 18.0 97，005 16.7 
1889 90，344 10，620 12.00 14，845 16.4 101.281 14.7 
1890 96，941 11，200 12.00 19，131 19.7 115，810 165 
注1) 配当半かず(両b)となっ1いないりは原表りまま白せたためである。原表でなぜそうなっている
のかは不明。
出所) 1880年までは IdaM. Tarbell， The Histo叩 oft1-.泌氏自ulardOilComtany，1925， Vol. 
!I. p. 200， 1882年以降は U.S. Bureau of Corporations， Repσrt of the C回開tsstoner





3) ギャザリングライ γは各抽井からトヲソクライソの起点ないしは鉄道Dタ ミ十ルまで原抽を
輸送するパイプライ γであり， トランクヲインはギャザリングラインによって集められた原油を
精油中心地まで輸送する長距離ハイプラインである。
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4) 石炭油業については HaroldF. Wil1iarnson and Arnold R. Daum， The American Petro 
leum lndu:stη1859-1899， 1959， Chap. 3参照，初期には石炭抽， シェ ルオイルの精製
業からむ参入が多かコた。
5) Ibid.. p. 211 
め この時代には，精製装置の性桔から，ほとんどの精油所が1プラシトで構成されていたと居ゐ
れる。以下そのようなものとして扱う。
7) 水平式以外に，垂宜式とそ白発展した型であるチ ズボックス (cheesebox)式があった。氷
平式チ ズボックス式については> Ibid.， pp. 260-263毒照L
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間，清掃と修理に 8時間以上12h 計60時間以上が必要であった。 70年代初頭に
おいても大きな変化はなく Prattの蒸留器の場合は週2ハクチ13)であった。




と，分院は1861年 NewJeracyのNcwnrkで偶熱発見された(Boverto且 Redw∞d，A Trea 
tise on Petroleum， 4th ed.， VoJ. !I. 1922， p.478)0分解の操作は複雑で帯高東を要した.分解
に-~い Cは s. F. Peckham，“Report on the Production， Technulugy and U:st'.S uf Pelro 
1eul! and its Products "， Tenth白 nsusof the Uni白dSたlteS，1880， Vol Xpp.178-180; 
Redwood，op日t.，Vol. I. pp. 477-4'司;Willia四回nand UaUIIl， ot. cit.， pp. 218-221 
11) Wilham~誕 n and Daum， op. cit.， p.259 
12) lbid.， pp. 214-215 
B) Ihid.. D. 281. 























14) lbid.. p.-279 
15) ガソリン自分， ナフサ留分などの軽質留分の精製技怖と製品の用途については Peckham，
。ρ cit.，p. 167; Williamson and Daun， 0.ρ cit.， pp. 233-240 
16) この処理過程については， Peckham，o.φαt.， p.166， Redwood， ot. cit. Vol. H， pp. 541 
542; Williamson and Daum， ot. cit.， pp. 221-227. 
17) Wil1iamson and Damll， o.ρ 叫，凹 274-275町重質留分からの副製品目種類と生産方法につ
いては Peckharrt，0.ρcit.， pp. 167-168; Williamson and Dalllll， o.ρ.αt.， pp. 240-251 


















18) William田 nund D四回， 0ρ cit.，p. 278 
19) lbid.， p.274. Downerの精油所の構造，操業の状態については lbid.，pp. ~75-279 
20) 連続システムの19世紀における開発過程については lbid.，pp. 263-273. 2C世紀における採用
とその発展については， Harold F. WilJiamson， Ralph L. Andr曲目10，Arnold R. Daum and 











21) この点についてはとりあえず， Joseph E. Pogue， Thp. Econ01沼町，~ of PetrrJleu:m， 1921.ノ
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第 2図 連続蒸留装置〈トランプノレ法 <Trumbleproce田)) 
原油投入
廃ガス リボイラー
出所) Ho.rold F. Williamson， RnJph L. Andrcnno， Arnold R. Detum， and Gilbert 
C. Klose， The A11let句caπfミタケ'OleumIndustry 1899-1959， 1963. p. 129. 










22) 分解技術の開発と草新，その経済的意義については， ]ohn Lawrence Enos， Petroleum Pro 
gress and P;問dit，1962 結合装置体系の概念については，下各政弘「装置論をめぐる理論的諸



























低さは，生産の単位と Lてのプラ Y トの小規模性としてあらわれ，プラントに
おける生産の集積の低位性と L 己表現される。
いままで説明のためりモデノレとしてきた Prattのプヲ Y トは，実は，その規





Oil Regionに建設された Qctave精油所は， 50~ ミレノレから 3， 000パレノレまで白型も規模も異な
る蒸留器で操業していたし， 71年建設白 Bennett，Warner & C。の精油所は.1，200バレノレD
蒸留器1基と 100バレルの蒸留器8基でバラγスをとっていたo Williamson and Dauffi， op~ 
cit.， p.281 
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その Prattのプラントでさえ，きわめて低水準の生産力構造しか実現しておら
ず，その結果， 蒸留器の容量は 830ノ、レノレ，プラントの規模=1日の原油処理





によってきまるのだが， プラ Y 卜が小規模であったため， 108にのぼる多数の





第 2表 プラン iの地域別・規模別分布く1873)
訓"，399 ル599 叫799 醐~999 1.0凹~I 計
。 2 。 2 1 6 11 
12 8 3 1 1 2 27 
10 8 1 2 。 1 22 
4 3 4 2 O 4 17 
9 2 o 1 。 o 12 
7 。 O 1 O 。 8 
6 4 1 O 。 。 11 




は， 1，0凹， 1， 165， 1， 200， L 213， 1， 385， 1， 500， 1， 700バレルの7プラン!と，正確な規模
の不明な6フラソトである。
出所) ]. T. Henry， The Early arui Later History of Petroleu間， 1873， pp. 315-321 'b~ 
ら作製a
25) Ibid.， p.273. 




り，それが典型的なものといってよかった。 また，新設のプラ /'fでは 1，000
ハレノレが支配的となっていた。 J.Lawrence Smithによると， 経済的に操業





によると 1日約 130パレノレ〈週900パレノレ〕の原油処理能力をもち， 100パレノレ
の蒸留器3基， ナフサ蒸留器1基の構成をとるプラ Y トの建設費は 30，000
40，000ドノレにすぎなかった。 Wil1iamsonと Daumは， 1日800-1，000パレノレの
原油処理能力をもっプラントの建設費でも 60，00ι-80，000ドノレでしかなかった
と推定している。 1日の原油処理能力800ハレノレの Octaveと精油所は88，000ド




体の生産能力=1日の原油処理能力は， 73年の 46，570パレノレから81年の 97，760




26) Ibid.， p.274 
27) Ibid.， pp. 28Z-283 
28) Ibid.， p. 473， Table 18 : 2事問。




(司事業所数 (叫資本額 (c)資1事本業額所あたり (d)生産価額 (e)牛1事産業価所額あたり
(千ドル '<fA'~~ (千ドル千ドルl:f_lffi:lrul~.!1(千ドル)
1859 78 4，326 55.5 6，398 82.0 
1869 170 6，770 39.8 26，942 158.5 
1879 86 27，326 317.7 43，705 508.2 
1889 94 77，416 823.6 85，001 904.3 
1899 67 95，328 1，422.8 123，929 1，849.7 
19日4 98 136，281 1，390.6 175，日Ofi 1，785.8 
1909 147 181，916 1，237.5 236，998 1，612.2 
1914 176 325，646 1，850.3 396，361 2，252_1 
















が一般的になったにすぎなかった制。当時最も完全な精油所の 1つは.' 1，200/~ 
:lG) 1白d.，p. 478 
31) lbid.， p.259‘分留捷縮装置と蒸賀J車留のためのコイルについては Ibid.，pp. 257-259 
32) Ibid.， p. 478. 












に拡大することなし 1日の原油処理能力40ハレルのものから， Standard の











33) Peckham，噌 ci.t， p. 166 
34) Raymond Foss Bacon and Wi1iam AUen Hamor， The American Petroleum Industry， 
1916， Vol. I， p. 509， Table XLVIII参照。
35) W illiamson and口aum，噌.cit.， p.483 
36) lbid.. pp. 482-483 


























37) この証言は lndustrialCommission，ゅ cμ，Part I， p.570 
'8) 、iVilliamsonand Daum. o.ρ. cit.， P. 483 



















ろう。すなわち. Standard Oil Trust形成期においては. Standardのフー ヲン
トにしろ， i血の企業のプラ Y トにしろ，精製コスト面で他に対して圧倒的優位
にたつことはできなかった。先に述ベたように，バッチツステム 灯油型技術
体系の枠の中では， プラ y トを大規棋化して精製コストを飛躍的に低下きせる
ことは制限されており，その制限内で精製コストの低下を実現したプラントは，
39) Peckham， oj>. cit.， p. 1前審照
40) 1879年の資料が得られなかったので， 18回年の比率で計算した， 89年は精油業生体の使用総資
ヌト官買が77，416，296ドル，そのうちプラント白価額は土地価額を含めて35，127，700ドルであったか
ら，そり比率は約45%となる。 Departmentof the InterIor Census 0団ce.R唖0吋 onMallu 
向cturinglndustrでyin the U.丘atthe 11th Censz<ω1890， Parl III， S巳lectedIndustry， 
1895， p.368 










いたようである。たとえば， Commissioner of Corporationsは， Standardの
支配力の源泉をさぐるために1900年代初頭の StandardとインディベγデYト
(Independent)の精製コストの比較をし，以下のような内容の報告をし亡いる。
一一インディベγデγ トの 9精油所の精製コストは，原油1ハレノレ (42カロ γ〕
あたり 24.91，27.55， 31.45， 29.94， 32.20， 32.45， 25.57， 35.53， 23.89セント
で平均29.28セントであり， StandardのLima精油所， 29.29， Sugar Creek精
油所と Neodesha精油所， 15.46; Richmond精油所， 32.80，. Chaison精油所
〈同盟会社 SecurityOil Co.り精油所)， 27.00， Florence精油所〔同盟会社 United
Oil Coの精油所)， 33.60セ/'1で平均27.63セY トであった。処理原油の違い，
製品構成の違いから単純な比較はできないが，製品構成がインディベγデY ト
の精油所とほぼ同じであった Lima精油所(処理原油は違う〉のコストは 29.29




41) Eliot Jones， The Trust Problem四 theUnited Stat，白 1928， p.48 
42) U. S. Bureau of Corporations， Repo丙 of.theCommission町 ofCorporations on the 
Petroleum lndust巾， 1907， Part I， Prices and Profits， pp. 652-655 






当時，ほとんどの企業は， 1精油所=精油プラ y トしか所有していない単一
単純工場企業4めであった。例外は Standardの2プラント. H. S. A. Stewart 





に増加していたと考えられる。 しかし， いずれにしても， プラントの小規模
性に規定されて，きわめて小額のものであった。優良企業の資本額はこれより
はかなり大きかった。 72年に Standardに吸収された ClevelandiF)優良企業
Clark， Payne & Co ののれんを除く評価額は 251，100ドノレでありベ また，






44) J. T. Henry， The Early and LateγHis印ryof Petrol，町田， 1873， pp. 315-321にある
1873年の企業，精油所一覧表参照.
45) Allan N evins， Study in P.町 :r.;er，1953， Vo1. 1， p.134 
46) Ib試， Vol. 1， p. 209 
47) たとえば No、nnsによると， Standardが72年に集中した34企業は株式会社 (corporation)で
はなくファ ムCfinn)であったくIbid.，Vol. 1， p.136)。ζζてプア ムとはハ トjトー γγ
プを意味すると思われる。








カは 10，000パレノレであったが， ζれは，従架からの 2プラントと，集中された
企業のうち閉鎖されずに残された4企業の 4プラ y トの能力を合算したもので





日原油処(理パν能ル力) 企業数 規模別(総パν能ル力) % 
10，000 1 10，0口 23.3 
1，700 1 1，700 4.0 
1，400-1，699 2 3，000 7.0 
1.2凹ー1，399 3 3，798 8.8 
1，000-1，199 2 2，165 5.0 
800-999 2 1，681 3.9 
600-799 9 5，848 13.6 
100-599 6 2，656 6.2 
200-399 28 7，267 16.9 
199以下 46 4，856 11.3 
計 100 42，971 100.0 
注〉第2表と同様の理由て Bost叩の企業乞除外している。
出所)JT.Henτy，o.ρ cit.， pp. 315-321から作製。
48) 後に述べるように，最大企業の Standardでさえパー トナー シツプ的性格が濃厚であった。

















このような競争構造のなかゼ StandardOil Co. 01 Ohioは設立されたので
あるが， 次に，その設立までの過程を簡単にあとづけて Standardのよの段
階での位置を確定しておこう。
b) Standard Oi1 Co. of Ohioの設立
1859年に MauriceB. Clarkとハ トナーシップを結んで Clevelandで穀
物，食肉，塩， 石炭などの卸仲買を始めた JobnD. Rockefellcrは 63年精
油技師 SamuelAndrcwsの勧めで精油業への参入を決意し J Clark， Andrews 
& Coを設立して Excelsior精油所を建設した。 事業は順調に発展したので，
Rockefellerは全精力を精油業につぎこむため.65年にパートナーの Clarkか
ら72.500ドルで精油関係の資産を買いとり， Rockefeller & Andrewsを設立
した。 66年には，弟 Williamとともに別に WilliamRockefeller & 00.を
92 (29ヨ〕 第 117巻第4号
第 5表 StandardOil CO. of Oh旧設立時 (1町0)の株主，持株数，役職
株 主 持株数 役 職
}ohu D. Rockefeller 2，667 President 
Stephen Harkness 1，334 
Henry M. Flagler 1，333 Secretary 
Samuel Andrews 1，333 Supe:rintendent 
羽Til1iamRockefeller 1，333 Vic巴-president
o. B. Jennings 1，000 
the五rmo[ Rut:klピfeller， 1，000 
Andrews & Flagler 
計 10，000 
出所) Allan Nεvins， Study in Power， 1935， VoL !， p. 83， p.86から作製。
設立して第 2の精油所， Standard精油所を建設した。 さらに NewYorkに
Rockefeller & Co.を設立し，輸出業務にあたらせた。 67年にいたり，新たに
Henry M. Flaglerと StephenHarkness49)をパートナーに加え， 上述の 3つ
の企業を結合し"(Rockefeller， Andrews & Flaglerを設立した刷。 70年 1月







Rockefellerの企業は参入後，精油業全体の発展と Clevelandの急成長を基一 一49) Harknessは大変な財産家で Flaglerの義父であり，サイレント・パ トナ-(silentpartner) であったが，新企業り資金的パックボ ンとなった。
50) WilliamsonとDaumによると Rockefellerが3企業を結合したのは70年の StandardOil 
CO. of Ohioの設立時としているくWil1iamsonand Daum，噌 dt.，p. 302)。しかし Rocke
feller自身の証言によると67年である(IndustrialCornmission， ot.αt. Part H. p. 794). 
51) /;こだ1人の新株主 o.B. J~nnin世は William Rockefellerの義兄であった。 Nevins，中
臼 t.，VoL I. p. 82. 











70年の Standardの原油処理能力は 1日60日ハレノレで全国の 4%聞とも，
1，5日日バレノレで10%聞ともいわれ， 当時最大の企業ではあったが Rockefel1er
の企業と同じ方向で能率の実現を追求し，激しい競争のなかで優良企業に成長
して雪た企業が多数存在したn たとえば， 先にあげた Clevelandにおける
Standardの最大の競争者 Clark，Payne & Co，は大精油所とたる製造工場を
所有していたし明， Long Island Oil Co， (1日の原油処理能力1，2日Oパレル)の所
有者であった JabezA. Bostwickは主要な輸出業者でもあり， New Yorkに
タ ミナノレ施設などの輸送，積荷施設を所有していた問。また， Iから明らか
なように Standardのプラ Yトが技術的に圧倒的に優れていたということは
52) lbid.， Vo1. 1， p. 86 
53) 70年の Standard設立までの歴史は主として IdaM. Tarbel1， The Hist01てyof the 島問
dard Oil C加増田zy，1925， VulI，山 39-44(I.sL tJ. 1902) ; N巴VU1S，ゆ cit.，Vo1. 1， chaps. 
2-5; .¥Villiamson and Daum， Q;ραt.， pp. 301-303 による~ Rockefellerの企業の初期日経営
政策については，井上北勝 iスタンダ ド オイル トラスト形成史における問題点」神戸大学
「企業経営年報j9，昭和出年， 同「スタソダ ド・オイル・トラスト前史」古林喜乳山下勝
治編『経賞理論と経営政策』昭和34年が詳しい.
54) Indus仕ialCommission. op. cit.， p.95 p. 606 
55) U. S. Bureau of Corpo目tions，op. cit.， part 1， Position of the Standard Oil Company 
in the Petroleum IndL!stry， p. 48 
56) N evins. op口't.Vol. 1. p. 132 
57) Ibid.， Vo1. 1. p. 134 
94 く294) 第 117巻第4号
ありえず，また，同じ地域に 2つのプラ γ トを所有していた乙とが大きな意味

























58) Ptcklullll， Qρcit.， p. 186参照円












事業所数資本額 1事資業本所額あたり 生産価額 生1事産業価所額あたり
(千下ル) (千ドル千ドル) 'E)$'lilll~(千 fル〕
(1) 製銑業
1869 386 56，145 145.5 6!J，640 lt!O.4 
1879 341 89，531 262.6 89，316 261.9 
(2) 製鋼圧延業
1869 422 65，627 155_5 137，568 3240 
1879 451 120，374 266.9 207，242 459.5 
(3)綿工業
1869 日56 147，706 154_5 177，490 185.7 
1879 756 208，280 275.5 192，090 254.1 
出所) (1)， (2)は U.S. Bureau of the Census，' Abstract of the Census of M田 Uザ町仰向S
1914， pp_ 640-641から， (31はU.S. Bureau of the Census， Thirteenth Census of 
the U. S. 1910， Vol. X， p..37から作製.
59) KroossとGilbertは当喝の企業形態一般につい-cr企業り大部分が株式会社として組織され
たといっても，実際には，その株式が公開市場で売買されない法人化されたパー トナー シップであ
った。」と述べている。精油業も例外でなかったと思われる。 HennanE. Krooss and Charles 
Gilbert. American Busine“His白T仇 1972.p. 1曲
60) たとえば， Standard on Trustに参加した40企業(精油企業E外の企業も含む〉のうち12企業
がリミテ fツドー ぺ←トナー ジツプ (li皿 itedpartnership)であった (IndustrialCommission， 




























61) この議論は， トラ γクライ γの建設によって，翰出目ためには輸出港田近〈に立地するほうが
有利になったζと， トランクライン申使用上の差別はないことを前提としている@
Standard Oil Trust形成期における石油精製部門の構造 (297) 97 
Eで述べたことから，それは大きくても 1日の原油処理能力 1，500-2，000バレ






















62) 当時 StandardOil Trust 0)設立に刺撤されて続々 と設立された lヲストり大部分も，多〈り
プラン人企業を水平的結合することによって形成され，精油部門と同様の構造をもっていた。
したがって，これらのトラストは，このような脆弱円主を共通の性質としており，そのためその多
〈は崩壊するか，弱体化した。
